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面積 240.93平方キロメートル

、、

す

づエ考ふ
?ゥ、h、

昭和60年

8月号
No.356 

宮24-2111編集・市長公室干795大洲市大洲690-1大洲市役所発行昭和60年8月1日発行

大洲の先覚者⑦

鎌
田
明
澄
は
、
新
谷
藩
士
後
藤
某
の
二
男
と
し
て

生
ま
れ
、
長
じ
て
鎌
田
清
信
の
養
子
と
な
っ
た
。

~
間
通
称
は
玄
関
、
の
ち
に
玄
台
、
子
楽
と
字
し
南
、
漠

門
/
。

nmum-
と
号
し
た
。
讃
岐
の
尾
関
左
膳
に
医
を
学
ん
だ
が
、

や
が
て
江
戸
の
杉
田
玄
白
に
入
門
、
蘭
医
学
を
修
業

i

口
昌
一
足

ご
わ
し
た
。
帰
っ
て
町
医
と
し
て
名
声
を
得
た
が
、
大
洲

川
町
地
方
に
お
け
る
蘭
法
医
の
始
め
に
し
て
患
者
遠
近

時
鎌
よ
り
来
集
し
た
。

ま
た
、
杉
田
玄
白
と
は
師
弟
の
斐
流
深
く
、
玄
白

よ
り
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
も
多
い
。
寛
政
元
年
二
七

許叩渇恥

川

V
 

八
九
年
)
に
は
藩
医
と
な
り
、
三
人
扶
持
八
石
を
給

せ
ら
れ
た
。
よ
く
勤
仕
し
て
後
に
二
石
加
増
を
受
け

た
。
文
政
二
年
(
一
八
一
九
年
)
病
没
し
た
。

鎌
田
家
は
代
々
藩
医
と
し
て
大
洲
藩
に
仕
え
て
お

り
、
明
澄
の
長
男
正
澄
二
七
九
四
(
)
一
八
五
四
)

も
紀
州
の
華
岡
青
州
に
師
事
す
る
こ
と
五
年
、
深
く

医
術
を
き
わ
め
、
帰
っ
て
藩
医
と
な
る
が
、
外
科
医

と
し
て
の
名
声
高
く
、
九
州
、
中
国
か
ら
の
患
者
も

多
く
、
門
前
市
を
成
す
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。

納期は

8月31日税(第2期)民県
今月の納税

砂市

今月号の主な内容

6月定例市議会・...・ H ・・・2頁

台風シ スン...・H ・-…… 3頁

肱川いかだ流し大会・・…..4頁

空き巣に注意、少年

非行をなくそう・ ……・5頁

親子でどうぞ児童館

児童七ンター…………・ 6頁

相談こと案内、休日

急忠診療など……・・…・ 10貞
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A 月6 じ

菅田地区に

-林業総合センタ

第
一
九
一
固
定
例
市
議
会
は
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
二
日
ま

で
の
十
二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
補
正
予
算
案
四
件
、
条

例
関
係
六
件
、
人
事
案
件
一
件
、
そ
の
他
三
件
の
計
十
四
議
案
が

提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
要
旨

現
在
の
社
会
情
勢
は
、
行
財
政
改
革
、

人
口
の
高
齢
化
、
産
業
構
造
の
変
化
な

ど
極
め
て
厳
し
い
情
勢
で
す
。
ま
た
同

時
に
地
方
財
政
を
と
り
ま
く
環
境
も
厳

し
く
、
一
段
と
行
政
の
刷
新
、
合
理
化

及
び
健
全
な
財
政
秩
序
の
確
立
が
必
要

と
さ
れ
る
現
状
で
す
。
そ
こ
で
活
力
あ

る
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
創
造
の
た
め

「
生
活
環
境
の
整
備
充
実
L

「
個
性
あ

る
地
域
産
業
の
振
興
L

「
高
齢
化
社
会

を
迎
え
福
祉
の
充
実
」
「
教
育
文
化
施

設
の
整
備
充
実
と
人
づ
く
り
し
「
広
域

的
行
政
の
展
開
と
都
市
機
能
の
充
実
」

の
五
つ
を
柱
と
し
て
推
進
い
た
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額
は

一
般
会
計
十
一
一
一
億
七
千
七
百
四
十
二

万
円

特
別
会
計
一
億
二
千
八
百
三
万
円

企
業
会
計
六
千
五
百
二
十
二
万
円

今
年
度
の
予
算
累
計
は
百
四
十
五
億

四
千
二
百
四
十
七
万
円
と
な
り
、
昨
年

同
期
に
比
べ
て
三
億
六
千
九
百
二
万
円

(
一
了
六
%
)
の
増
と
な
り
ま
す
。

般

会

計

提案理由を説明する近田市長

今
回
の
補
正
で
一
般
会
計
の
累
計
は

八
十
六
億
七
千
六
百
九
十
二
万
円
と
な

り
昨
年
同
期
に
比
べ
二
億
八
千
五
百
九

十
二
万
円
(
三
・
一
一
%
)
の
減
で
す
。

補
正
の
お
も
な
内
容
は

総
務
費
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
l
導
入
費
用

と
し
て
五
十
九
万
円
。

民
生
費
地
域
改
善
対
策
事
業
に
四
億

百
四
十
二
万
円
。
事
業
は
送
路
改
良
、

舗
装
、
下
排
水
路
整
備
な
ど
で
す
。

農
林
水
産
費
菅
田
地
医
に
新
林
業
構

造
改
善
事
業
に
よ
る
林
業
総
合
七
/
タ

ー
を
建
設
。
木
造
一
一
階
建
で
延
面
積
五

百
二
十
丘
平
ト
刀
灯
、
六
十
一
年
二
一
月
完

成
予
定
で
す
。
九
千
四
百
九
十
六
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

成
見
地
区
農
地
基
盤
整
備
事
業
と
し

て
一
億
三
一
千
九
百
七
十
五
万
円
、
道
路
、

用
水
路
、
区
画
整
理
工
事
な
ど
で
す
。

梅
川
農
道
整
備
事
業
と
し
て
四
千
五

十
三
万
円
。

土
木
費
平
地
慶
雲
寺
線
道
路
改
良
事

業
と
し
て
八
千
百
五
万
円
。
県
単
独
補

助
の
道
路
整
備
事
業
な
ど
に
二
千
五
百

万
円
。
黒
木
野
佐
来
線
と
回
処
境
線
で

す
。
地
域
振
興
整
備
事
業
と
し
て
三
千

万
円
。
長
谷
梅
川
線
、
冨
元
線
、
天
貢

線
の
道
路
を
改
良
し
ま
す
。

辺
地
対
策
事
業
と
し
て
三
千
五
百
万

円
。
七
曲
線
と
本
谷
太
田
線
の
道
路
改

良
費
用
で
す
。

街
路
事
業
費
と
し
て
大
洲
停
車
場
南

線
整
備
事
業
に
四
千
九
百
十
九
万
円
。

冨
士
山
公
園
整
備
事
業
と
し
て
二
千

六
百
十
五
万
円
。
展
望
台
新
設
費
用
な

ど
で
す
。

公
営
住
宅
建
設
事
業
と
し
て
一
億
七

千
七
百
六
十
五
万
円
。
公
営
住
宅
一
一
檀

の
堀
ノ
内
団
地
を
建
設
す
る
も
の
で
一

戸
当
り
の
面
積
は
七
十
一
平
方
灯
、
十

六
戸
を
六
十
年
度
と
六
十
一
年
度
の
二

ヶ
年
計
画
に
よ
り
総
事
業
費
二
億
三
千

万
円
を
か
け
て
建
設
し
ま
す
。

消
防
費
防
火
水
槽
新
設
工
事
と
し
て

千
六
十
三
万
円
。
場
所
は
西
和
田
東
と

下
松
尾
で
す
。
上
河
内
地
区
に
お
轟

カ
ポ
ン
プ
積
載
車
、
消
防
車
庫
お
よ
び

詰
所
新
築
の
た
め
に
九
百
六
十
三
万
円
。

ぶ
ι

の

他

企
業
会
計
の
う
ち
病
院
事
業
会
計
に

お
い
て
、
眼
科
開
設
に
と
も
な
う
眼
科

用
手
術
医
療
機
器
導
入
の
た
め
七
千
二

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

条

関

係

例

大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給
条

例
の
一
部
改
正

市
議
会
議
員
、
農
業
委
員
会
委
員
、

教
育
委
員
な
ど
の
報
酬
を
一
部
改
正
し

た
も
の
で
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
そ
の
他
の

給
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
の
給
料
月
額
が
市
長
六
十
九

万
五
千
円
、
助
役
五
十
四
万
五
千
円
、

収
入
役
四
十
七
万
三
千
円
と
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

教
育
長
の
給
与
、
旅
費
及
び
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

教
育
長
の
給
料
月
額
が
四
十
四
万
七

千
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

大
洲
学
園
の
成
人
部
の
新
設
に
伴
い
、

条
例
を
一
部
改
正
し
た
も
の
で
す
。

大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正保
険
給
付
の
安
定
と
負
担
を
公
平
に

す
る
た
め
一
部
改
正
し
た
も
の
で
す
。

-2-

人

事

案

件

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
矢
野
嘉
彦

委
員
(
新
谷
・
六
士
二
歳
)
が
再
任
と

な
り
ま
し
た
。
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台
風
シ
ー
ズ
ン
0
0
0
0
0
0
0
 

¥
あ
な
た
の
備
え
は
ノ

/
で
き
て
い
ま
す
か
¥

平
素
か
ら
の
備
え
が
大
切

私
た
ち
は
、
と
か
く
自
然
の
恐
ろ
し

き
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
災
害
は
い
つ
ど

ん
な
か
た
ち
で
や
っ
て
く
る
か
予
想
で

き
ま
せ
ん
。

台
風
:
:
:
こ
の
招
か
ざ
る
客
は
、
毎

年
熱
帯
地
方
の
太
平
洋
上
で
約
三
十
個

程
度
発
生
し
、
そ
の
う
ち
六
個
ぐ
ら
い

ずお

昭和57年の台風による水害

お広報

が
、
わ
が
国
に
も
上
陸
ま
た
は
接
近
し

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
も
、
私
た
ち
の
工
夫

と
努
力
で
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。不
断
か
ら
台
風
に
つ
い
て
の
知
識
を

身
に
つ
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

台
風
の
強
さ
と
大
き
さ

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
台
風
情
報
で
、

「
非
常
に
強
い
勢
力
の
台
風
し
と
か
、

「
中
心
気
圧

0
0ミ
リ
バ
ー
ル
し
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ

は
次
の
表
の
と
お
り
台
風
の
強
さ
を
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
台
風
は
中
心
気
圧
が

「
低
い
ほ
ど
恐
ろ
し
い
し
わ
け
で
す
が
、

い
く
ら
弱
い
台
風
で
も
、
上
陸
地
点
付

近
で
は
、
や
は
り
強
い
風
や
雨
に
み
ま

わ
れ
ま
す
の
で
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

家
庭
で
必
要
な
準
備

台
風
の
米
襲
に
備
え
、
次
の
よ
う
な

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
万
一
に
備
え
、
貴
重
品
、
応
急
医
薬

品
、
食
料
品
、
水
な
ど
非
常
持
ち
出
し

の
準
備
。

O
停
電
に
備
え
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、

乾
電
池
の
用
意

O
老
人
、
子
供
、
病
人
の
い
る
家
庭
で

は
、
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
準
備

し
て
お
く
。

。
雨
戸
や
窓
は
、
板
を
ク
ギ
付
け
に
す

る。O
屋
根
瓦
・
雨
ト
イ
の
補
強

O
看
板
、
煙
突
、
ア
ン
テ
ナ
、
板
ベ
い

な
ど
の
補
強

O
排
水
口
や
み
ぞ
の
清
掃
を
し
て
わ
く
。

避
難
す
る
と
き
は

O
非
常
用
品
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど

に
入
れ
て
両
手
に
は
何
も
持
た
な
い
0

0
火
の
元
に
注
意
し
で
、
し
っ
か
り
火

の
始
末
を
し
て
お
く
。

O
避
難
場
所
、
道
順
、
避
難
命
令
の
伝

達
方
法
、
協
力
体
制
な
ど
を
家
族
や
隣

人
と
確
認
し
合
う
。
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愛
媛
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
開
設

大
可
賀
の
県
自
動
車
運
転
試
験

場
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
八
月

一
日
よ
り
愛
媛
県
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
と
し
て
勝
岡
町
に
開
設
さ
れ
ま
す
o

v場
所
松
山
市
勝
同
町
二
六
三

番
地
七

V
開
設
日
昭
和
六
十
年
八
月
一
日

V
交
通
の
便
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

行
の
パ
ス
が
あ
り
ま

す
。
(
松
山
市
駅
よ

り
四
十
-
一
八
万
)

セ
ン
タ
ー
に
は
駐
車

場
も
備
え
て
あ
り
ま

す。

V
業
務
内
容

。
申
請
手
続
き
及
び
主
な
業
務

の
内
容
は
従
来
通
り

O
免
許
停
止
(
三
十
日
)
講
習

を
県
下
集
中
実
施
し
ま
す
0

0
住
所
・
氏
名
な
ど
記
載
事
項

変
更
届
も
受
け
付
け
ま
す
0

0
交
通
事
故
証
明
な
ど
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
業
務

も
行
い
ま
す
。

V
免
許
試
験
の
受
付
時
間

叩
l
巾
八
時
一
二
干
分

1
十
時

十
一
上
寸
l
L
i
J

土寸三

一

円

H
H

一

一

円

円

H

一

十
分
(
教
卒
指
定
者

の
み
)

詐
し
く
は
大
洲
拙
訂
察
署
へ

宮
⑪

2
1
7
5

- 3ー
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昨

年

、

好

評

を

得

て

新

し

い

大

洲

の

六

名
物
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
肱
川
い
か
だ

Y

流

し

大

会

し

が

、

今

年

も

八

月

四

日

に

勺

「

年

金

制

度

は

ど

う

せ

つ

ぶ

れ

て

し

開

催

さ

れ

ま

す

。

一

九

ま

う

ん

じ

ゃ

な

い

の

し

ど

う

も

こ

う

い

昨

年

の

大

会

に

は

、

県

ド

各

地

か

ら

一

一

う

ウ

ワ

サ

が

流

れ

て

い

る

よ

う

で

す

。

八
十
四
艇
、
同
行
山
十
丘
名
が
参
加
し

γ

日
本
の
人
口
は
ど
ん
ど
ん
年
寄
り
が
多

て
、
子
作
り
い
か
だ
を
競
い
あ
い
ま
し

γ

く
な
っ
て
い
く
ん
だ
か
ら
、
戦
後
の
べ

た

。

一

一

ビ

l
ブ
l
ム
世
代
が
老
後
を
迎
え
る
頃

昨
年
は
二
一
コ

l
Z設
け

て

い

ま

し

で

は

年

金

制

度

は

な

く

な

っ

て

る

ん

じ

た

が

、

今

年

は

菅

田

の

逆

な

げ

橋

か

ら

一

、

ゃ

な

い

か

。

そ

れ

な

ら

ア

テ

に

し

て

も

肱

川

橋

下

の

七

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

に

統

ム

一

一

だ

め

だ

、

な

ん

で

い

う

悲

観

論

と

い

う

さ

れ

ま

し

た

。

今

年

は

一

一

百

艇

の

参

加

…

一

か

年

金

不

信

で

す

ね

。

を
予
定
し
て
お
り
、
い
か
だ
規
格
は
、

Y

確
か
に
現
在
六
人
で
一
人
の
お
年
寄

子

作

り

で

、

船

に

似

た

も

の

は

使

用

で

す

を

支

え

て

い

る

の

が

、

二

十

一

世

紀

き

ず

、

動

力

は

入

力

、

風

力

の

み

の

も

れ

の

は

じ

め

の

ピ

l
ク
時
に
は
三
人
で
一

i
j
h
H
h
h
-
p
y
-
i
h
p
v
v
r
y
f
f
r
d
F
l
u
f
f
f
f
y
y〆
P

A

-

-

人
と
い
う
こ
と
に
な
り
手
。
皇
制

t
tミ
]

ピ

下

、

ね
九
ノ
L
H
H

ヤ
ま
ち
い
つ
く
り
標
語
募
集
~
一
度
が
一
番
の
が
ん
ば
り
時
に
な
る
の
が

十
五
時
1
十

五

時

三

十

分

、

ず

そ

の

頃

で

す

。

そ

の

頃

の

一

番

き

つ

い

ー

、

ヘ

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
カ
ラ
オ
ケ
大
会
一
一
ま
ち
つ
く
り
月
間
実
行
査
会
で
は
一
一
所
を
乗
り
切
っ
て
い
く
の
に
、

A
7
の
年

緑
地
公
同
一
三
次
の
よ
う
に
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
二
一
金
制
度
の
足
腰
が
十
分
強
く
な
っ
て
い

ト
五
時
二
十
分
(
J

十
九
時
三
一
一
募
集
期
間
昭
和
六
十
年
六
月
一
日
よ
勺
る
か
眺
め
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
弱
い
。

ト

分

九

り

九

月

三

十

日

(

当

日

消

印

有

効

)

一

一

そ

こ

で

制

度

全

般

の

見

直

し

、

つ

ま

り

日

曜

市

緑

地

公

園

日

送

り

先

干

問

東

京

都

千

代

田

区

平

六

年

金

改

正

が

必

要

に

な

っ

て

き

た

の

で

十
二
時
1
十
九
時

γ

河
町
2

M

H

(

財
)
都
市
計
画
協

γ

す。

モ
デ
ル
撮
存
会
肱
市
河
原
~
ー
会
内
ま
ち
ゃ
つ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
標
一
一
こ
の
矢
孟
改
正
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

十
時
1
十

四

時

六

語

募

集

係

ま

で

一

二

将

来

の

制

度

の

不

安

は

解

消

さ

れ

ま

す

。

花
火
大
会
肱
南
河
原
一
一
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
電
話
番
一
一
A
r
の
ま
ま
の
制
度
で
人
口
高
齢
化
の
山

-
一
十
時
(
)
一
干
時
四
十
分
一
一
号
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
(
ま
ア
佐
越
え
る
の
は
確
か
に
き
つ
い
、
病
気

雨
天
の
場
合
に
は
順
延
と
な
り
ま
す
。
一
た
は
学
校
名
学
年
)
応
募
部
門
(
一
一
一
で
倒
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
o

昭

川
ま
つ
り
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
れ
般
の
部
、
児
童
・
生
徒
の
部
)
を
明
記
一
一
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

は
市
役
所
内
商
工
観
光
課
ま
で

V

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
?
と
と
な
っ
た
今
凶
の
年
金
改
正
は
、
い

戸

、

之

官

(
ω
2
1
1
1
内
線
3

2

7

?

?

わ
ば
、
こ
れ
に
対
す
る
処
方
筆
で
す
。

ずお

第

2
回
肱
川
い
か
だ
流
し
大
会

お広報

八
月
三
・
四
日
は
川
ま
つ
り

昭和60年 8月 1日

大
洲
の
夏
の
名
物
、
川
ま
つ
り
が
今

年
も
八
月
三
・
同
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

主
な
行
事
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

八
月
三
日

川
ま
つ
り
花
火
撮
影
会

広
化
可
白
小
二
十
時
1

1
;
i
l
-
-
J
 

花
火
大
会肱
北
河
原

A

一
十
時
1
一
一
十
時
四
十
分

八
月
四
日

い
か
だ
流
し
大
会
菅
田
、
逆
な

げ
橋
か
ら
肱
川
橋

十
時
1
十
五
時

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
演
奏
会

昨年のいかだ流し

の
な
ど
と
な
っ
で
い
ま
す
。

審
査
方
法
は
、
ス
ピ
ー
ド
で
は
な
く
、

独
創
性
、
ユ
ー
モ
ア
性
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
な
ど
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

一
位

1
六
位
に
は
賞
品
と
賞
状
が
技

与
さ
れ
、
そ
の
他
に
も
特
別
賞
と
し
て

ユ
ー
モ
ア
賞
、
グ
y
ド
マ
ナ
!
賞
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
賞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
洲
の
緑
あ
ふ
れ
る
景
色
の
中
で
清

流
肱
川
を
く
だ
っ
て
ゆ
く
「
い
か
だ
流

し
へ
ま
さ
に
水
郷
大
洲
の
昔
を
し
の
ば

せ
ま
す
。
中
寸
日
に
は
、
午
後
八
時
か
ら

大
洲
川
ま
つ
り
花
火
大
会
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
夏
の
日
を
い
ろ
ど
る
い
か
だ
流

し
と
花
火
を
ゆ
っ
く
り
と
観
賞
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

V
日
時
ぃ
一
八
十
年
八
月
四
日
目
時
1

皆
同
の
逆
磐
橋
か
ら
ス
タ
ー
ト

年
金
制
度
は
つ
ぶ
れ
る
か

病
気
を
防
ぐ
た
め
の
準
備
は
今
か
ら
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
処
方
妥
に
は
苦
い
薬
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
決
し
て
無
理
を
強
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
は
、
公
正

な
制
度
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
世
代

と
世
代
の
思
い
や
り
が
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な
高
齢
化
社

会
を
前
に
し
て
、
年
金
制
度
の
総
点
検

を
し
た
う
え
で
、
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ

は
今
の
う
ち
に
直
し
て
お
く
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

そ
れ
を
や
っ
て
お
け
ば
、
年
金
制
度

が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
絶
対
に

あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
o

F
5
-

i
i
t
t
λ
w
w
u
u
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福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら

国
民
年
金
一
証
書
を
提
出
し

ま
し
ょ
う



昭和60年 8月 1日

空き巣に注意

少年非行をなくそう

ワ月21臼-8月31日

夏の防犯運動実施中

〈
犯
罪
の
な
い
楽
し
い
夏
を
〉

今
年
の
夏
は
、
家
族
旅
行
で
も
、
と

考
え
て
い
る
あ
な
た
、
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
下
さ
い
。

O
家
庭
の
防
犯
は
、
大
丈
夫
で
す
か
0

0
カ
ギ
を
閉
め
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

出
入
口
の
カ
ギ
も
、
心
の
カ
ギ
も
、
閉

め
忘
れ
て
は
楽
し
い
夏
も
水
の
ア
ワ
。

家
の
中
に
入
る
ド
ロ
ボ
l
で
、
一
番

多
い
の
が
「
あ
き
巣
し
で
す
。
暑
い
か

ら
と
い
っ
て
開
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と

大
変
で
す
。

ずおお広報

O
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
戸
締
り
は
、

し
っ
か
り
と
。

O
外
出
す
る
と
き
は
、
隣
近
所
へ
留
守

番
を
頼
ん
で
か
ら
。

ま
た
見
な
れ
な
い
人
や
、
不
審
な
人

を
見
か
け
た
ら
「
ひ
と
声
L

か
け
て
用

件
を
確
め
る
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪

の
な
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

(
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う
)

次
代
を
に
な
う
青
少
年
が
心
身
と
も

に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
は
国
民
の
願
い

で
す
。少
年
非
行
は
年
々
増
加
、
非
行
の
一

般
化
、
低
年
齢
化
、
校
内
暴
力
、
集
団

暴
力
な
ど
極
め
て
悪
質
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
夏
休
み
は
少
年
の
非
行
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。

大
洲
警
察
署
で
は
、
昨
年
の
夏
休
み

中
に
O
窃
盗
な
ど
犯
し
た
少
年
一
九
人

O
喫
煙
、
夜
遊
び
な
ど
不
良
少
年
一
六
四
人

を
検
挙
補
導
し
て
い
ま
す
。
そ
の
非
行

の
背
景
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
ほ

「よしと歩 たでと
o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 :jiJ1=ういなで少こ無ん
込ポ適子子せ子子も一ーな小親親行。家っす年と関ど
まル切供供る供供つ貫ついさ子の防 庭て。のが心の
なノなにを。にを。しし。いのネ盆1.1::_ 、非家非わで家
い雑目過甘 善放 たか と対威の 明行庭行かあ庭
。誌標度や 悪任 しっ き話をー るの、防りつの
なとのか のし った かを失 O い芽学止また説
ど進期さ けな けら ら忘わポ 社を校はしりが
を路待な じい 、二 しれなイ 会つ、、た
家ををい め。 教一 つないン をみ地家。放子

HZo Z 事tzL:o p 警官禁事 作
持せず け 壷1十 布、 ま、第て対
ちる、 き を宅 'E し楽体ー いし

て眠、にへ~へて町、r、ぜ、て干、r、f、f、r、r、「、「、"、fてへピ1へピ、f、ピ1へ~~...，.ピ、ピ1へど干、~...，ど、て、~~-、文守、f
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谷

洋

子

さ

ん

(
二
フ
丸

大
洲
高
校
三
年
)

言
い
ま
せ
ん
が
、
頑
張
り
ま
す
。
L

と
は

っ
き
り
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
三
月
に
高
知
で
合
宿
を
し
、

毎
日
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

を
欠
か
さ
な
い
と
い
う
カ
ヌ

l
中
心
の

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
家
族
は
兄
弟
四

¥

人

と

両

親

、

お

祖
母
さ
ん
の
七
人

家
族
で
す
。
兄
弟

シ
も
そ
れ
ぞ
れ
、
陸

上
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

/

ボ

l
ル
、
柔
道
な

ん

ど

の

経

験

が

あ

り
ス
ポ
ー
ツ
一
家
で

す。
お
母
さ
ん
か
ら

洋
子
さ
ん
の
こ
と

を
話
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
「
小

さ
い
頃
は
、
引
っ
込
み
思
案
で
お
と
な

し
く
て
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
快

活
に
な
り
、
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き

て
安
心
し
ま
し
た
二
と
い
う
こ
と
で

す
。
洋
子
さ
ん
に
は
、
健
康
に
気
を
つ

け
て
、
優
し
い
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

A
7
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
コ
一
子
校
も
家

庭
も
、
白
由
に
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
朝
起
き
る
の
が
ね
む
く
て

大
変
。
L

と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

5 



/

¥

H

 
V
作
業
終
了
後
は
、
手
足
は
も
と
よ
明

り
全
身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
う
。
衣
服
一

こ

れ

か

ら

水

稲

、

野

菜

、

果

樹

な

ど

散

布

時

の

注

意

は

下

著

ま

で

全

部

差

替

え

、

作

業

に

使

一

す
べ
て
の
農
作
業
に
つ
い
て
、
農
薬
の

V
果
…
盟
国
な
ど
高
い
所
へ
散
布
す
る
っ
た
も
の
は
石
け
ん
で
よ
く
沈
下
7
0

一

使
用
が
多
く
な
る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
場
合
は
、
頭
か
ら
肩
ま
で
翠
フ
こ
と
の

V
中
毒
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
使
用
一
休
日
に
は
、
親
子
そ
ろ
っ
て
海
水
浴

し
た
。
散
布
者
自
身
の
危
険
防
止
と
と
で
き
る
防
水
処
理
さ
れ
た
帽
子
、
作
業
薬
剤
の
空
袋
な
ど
を
持
参
し
て
医
師
の
亡
、
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の
は
楽
し
い
こ
と
で

も
に
、
目
的
と
す
る
農
作
物
以
外
に
農
火
、
農
薬
散
布
惇
刑
マ
ス
ク
を
必
ず
着
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
一
す
。
「
で
も
遠
く
に
行
く
と
疲
れ
る
し
む

薬
が
飛
散
流
入
し
て
被
害
を
与
え
な
い
用
す
る
。
麟
間
ー
し
ゃ
ー
一
一
一
一
一
~
十
町
二
、
r
J
Y
1
ふ
一
金
も
た
く
さ
ん
か
か
る
か
ら
な
あ
し
そ

よ
う
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

V
作
業
は
U
中
の
暑
い
と
き
を
さ
け
、
顔
鰍
鱗
標
¥
¥
、
〆
い
ち
い
ぷ
一
ん
な
時
に
は
、
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ

欄
機
織
勝
抜
漁
村
M
伊

~JV

一、

P

いふ
¥
/
f同
一

世

ぅ

。

朝

夕

の

涼

し

い

り

い

一

人

が

長

時

間

散

麟

線

機

縦

波

v
r
;

五
人
&
ナ
ー
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

散

布

前

の

注

意

布

す

る

こ

と

を

避

け

、

風

向

き

を

考

え

鰯

韓

三

叫

ん

一

大

洲

児

童

館

は

、

城

山

中

段

の

み

ど

V
散
布
さ
れ
た
農
薬
の
飛
散
に
よ
っ
て
直
接
薬
液
を
ち
な
い
よ
う
に
、
任
意
%
強

j
v
i一
返
す
に
つ
つ
ま
れ
た
最
良
の
環
境
の

z

i
-
-
Zされ
な

す

る
o

開

鱗

掛

川

、

心

持

工

で

昭

和

四

十

一

一

年

開

館

以

来

子

言

い

よ

う

に

噴

霧

器

や

パ

イ

フ

が

破

損

し

散

布

後

の

注

意

一

効

弘

ー

だ

γバ
ゾ
一
一
母
子
女
一
遊
び
場
、
市
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な

て
い
な
い
か
よ
く
点
検
し
、
ま
ず

k
を

V
農
兵
や
{
(
入
日
中
市
土
、
可
川
で
直
接
持
出
で
そ
J
M

一マミ引が戸山
J

会
計
七

1
一
っ
て
い
ま
す
。

ノ

J

2

I

二
紘
一
γ
¥

べ…
5

川
町
小
川
1

t
ふ

え

の

一

通
し
て
か
ら
機
具
を
使
用
す
る
。
っ
た
り
、
洗
っ
た
奈
川
川
に
流
入
し
ミ
下

Fibu--rili--v一
徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
五
十
七

V
畜
舎
、
採
草
地
、
養
魚
場
、
桑
閏
、
た
り
し
な
い
よ
う
に
安
令
な
場
所
を
選
二
vqふ
れ
機
麟
諮
問
監
軌
監
薬
一
年
に
開
館
し
、
新
し
い
施
設
に
さ
ま
ざ

た
ば
こ
畑
、
人
家
の
近
く
で
は
、
薬
剤
び
土
中
に
し
み
こ
ま
せ
る
。
一
十
一
一
い
い
勝
験
総
額
鱒
輯
輔
均
一
農
一
一
ま
な
遊
具
、
体
育
用
具
、
体
力
測
定
器

の
選
定
も
考
慮
し
て
、
散
布
す
る
時
も

V
残
っ
た
薬
剤
は
密
閉
し
て
直
接
太
一
二
ム
〆
麓
購

1ソ
鱒
騨
官
一
旦
(
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

細

心

の

注

意

を

払

う

。

陽

の

あ

た

ら

な

い

場

所

に

保

管

し

て

お

総

務

糠

鞘

輯

覇

麟

罫

紙

同

j
饗
一
専
門
員
の
指
導
に
よ
っ
て
楽
し
く
遊

i
f
i
i
f
f
f
f
f
f
i
f
t
i
l
t
f
i
t
I
t
-
-
t
t
i
t
t
i
-
-
t
t
f
l
t
I
t
-
-
L
i
f
t
t
f
E
t
f
f
f
f
-
L
J
明
び
楽
し
く
運
動
す
る
中
か
ら
心
身
の
発

死

者

の

身

寄

り

や

行

方

不

明

者

を

下

さ

い

c

一
達
向
と
を
め
ざ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動

さ

が

す

相

談

所

を

開

設

相

談

所

は

、

τ行っ
て
い
ま
す
o

八
月
五
日

-
O時
か
ら
一
七
時
ま
で
向

A
7
治

署

~

八

月

六

日

ク

松

山

東

署

日

八

月

八

日

ク

宇

和

島

署

中

と

な

っ

て

い

ま

す

。

日

相
談
所
開
設
日
に
お
越
し
い
た
だ
け
ゃ

な
い
場
合
は
、
大
洲
警
察
署
で
ご
相
談
干

に
応
じ
ま
す
の
で
お
で
か
け
ド
さ
い
。
時

相
談
の
秘
密
は
厳
重
に
守
り
ま
す
。
百

詳

し

く

は

大

洲

警

察

署

へ

{

宮
⑫
2
1
7
5

一

ずおお広報昭和60年 8月 1日

行
き
倒
れ
や
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で

無
縁
仏
と
し
て
身
許
の
わ
か
ら
な
い
死

者
は
、
愛
媛
県
内
で
昭
和
六
十
年
五
月

末
現
在
百
三
十
体
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

行
方
が
わ
か
ら
な
く
家
族
が
き
が
し
て
い

る
家
出
人
は
二
百
九
十
一
人
も
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な

不
幸
な
死
者
の
身
許
や
、
家
出
人
の
居

所
を
さ
が
し
て
、
家
族
の
も
と
へ
お
返

し
す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

八
月
を
そ
の
月
間
と
し
て
全
国
の
資
料

を
そ
ろ
え
「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相

談
所
L

を
開
設
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
相
談
所
で
、
家
出
人
の
屑

所
が
わ
か
り
、
ご
家
族
が
安
心
さ
れ
た

例
が
あ
り
ま
す
。

家
出
な
ど
で
消
息
が
わ
か
ら
ず
、
心

配
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
や
お
友
達
の
皆

さ
ん
、
遠
慮
な
く
相
談
所
を
利
用
し
て

親
子
で
ど
う
ぞ

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

楽しいそうめん流し(児童館で)

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
は

八
月
に
そ
う
め
ん
流
し
こ
ど
も
会

十
二
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
こ
ど
も
会

一
月
に
も
ち
つ
き
子
ど
も
会

な
ど
、

V
Y
S
会
員
に
よ
る
四
季
折
々

に
楽
し
い
遊
び
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

行
事
の
計
画
は
、
そ
の
つ
ど
各
学
校

に
わ
し
ら
せ
し
、
児
童
館
に
も
掲
示
し

ま
す
。休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
で
そ
れ
以
外
は
九
時
か
ら
五

時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
も
個
人
で
も
自
由
に
利

用
で
き
ま
す
。
親
子
そ
ろ
っ
て
の
児
童

館
利
用
を
む
待
ち
し
ま
す
。

大

洲

児

童

館

宮

⑪

2
2
8
5

徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー

E
@
4
7
3
5
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昭和60年8月1日

生麗亭習

時内
充実した

人生を送るために

人
は
だ
れ
で
も
生
涯
に
わ
た
り
、
家

庭
や
学
校
や
社
会
と
い
っ
た
場
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
そ
こ
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
人
格
の
形
成
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
体
験
を
し
、
ど
の
よ
う
な
学

習
を
す
る
か
が
、
き
わ
め
て
大
事
な
こ

と
は
一
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
一
丞
陸
、
学
校
、
社
会
の
そ
れ
ぞ

れ
の
場
が
、
人
間
性
豊
か
な
人
格
形
成

に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
と
な
る
こ
と
こ
そ
、

生
涯
学
習
の
基
本
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

お
ざ
な
り
に
で
き
な
い

乳
幼
児
の
家
庭
教
育

ずお

最
近
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち

ゃ
ん
は
目
も
見
え
な
け
れ
ば
耳
も
聴
こ

え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

お広報

し
、
今
で
は
医
学
や
心
理
学
の
研
究
が

た
い
へ
ん
進
み
、
人
聞
は
胎
児
の
時
か

ら
視
力
も
聴
力
も
働
い
で
い
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児

の
時
期
の
育
ち
方
や
体
験
が
そ
の
後
の

身
体
の
発
達
や
性
格
の
形
成
な
ど
に
重

要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
三
つ
子
の
塊

百
ま
で
」
が
、
科
学
的
に
裏
づ
け
ら
れ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
家
庭

教
育
は
、
乳
幼
児
の
時
期
か
ら
む
ざ
な

り
に
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

子
供
が
人
間
性
豊
か
な
人
格
の
持
ち
主

と
な
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
し
よ

う
と
す
る
意
欲
を
持
ち
続
け
る
か
ど
う

4 

学習意欲の基礎は

家庭環境から

か
ー
ー
こ
れ
は
「
家
庭
教
育
し
の
あ
り

方
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。

学
習
意
欲
の
基
礎
は

家
庭
環
境
か
ら

人
間
に
は
、
子
供
か
ら
大
人
へ
と
成

長
し
て
い
く
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
、
身

に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
身
体
の

発
育
、
運
動
機
能
、
知
識
、
情
緒
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、

人
間
性
豊
か
な
人
格
を
形
成
す
る
た
め

に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
家
庭
づ
く
り
は
、
話
し
合

乳
児
期
に
は
、
親
や
周
回
の
人
々
に
い
か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ

対
す
る
信
頼
戚
?
z持
つ
こ
と
。
幼
児
期
う
。
個
人
の
身
勝
子
さ
、
甘
え
や
い
ろ

に
は
自
立
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
小
い
ろ
な
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
も
お
互
い

年
期
に
は
活
動
性
や
自
発
性
を
発
揮
す
の
話
し
合
い
の
欠
如
で
も
あ
り
ま
す
。

る
こ
と
。
青
年
期
に
は
、
白
分
の
態
度
世
の
中
の
不
合
理
を
正
し
、
健
全
な

や
行
動
に
一
貫
性
を
保
て
る
よ
う
に
自
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
育
て
る
の
も

己
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
。
何
で
も
話
せ
る
家
庭
の
話
し
合
い
か
ら

子
供
が
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
達
成
暖
め
ら
れ
、
近
隣
の
人
び
と
と
の
対
話

す
る
た
め
に
は
、
親
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
に
よ
っ
て
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
っ
て

し
い
環
境
を
作
っ
て
や
る
こ
と
が
大
事
き
ま
す
。
わ
が
子
の
み
な
ら
ず
「
他
人

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
一
に
、
親
の
子
供
も
叱
ろ
う
し
と
い
う
動
き
が
出

が
子
供
と
の
触
れ
合
い
を
多
く
持
ち
、
は
じ
め
て
い
ま
す
が
「
共
に
生
き
る
」

子
供
に
体
験
、
思
考
、
選
択
さ
せ
る
機
信
頼
関
係
の
場
を
も
つ
こ
と
が
健
全
な

会
を
豊
富
に
持
た
せ
て
や
る
こ
と
で
す
人
間
を
育
て
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で

そ
し
て
第
二
に
、
親
自
身
が
ひ
た
む
き
す
。

に
、
し
か
も
楽
し
く
宅
び
続
け
る
こ
と
今
日
、
同
和
問
題
解
決
へ
の
大
き
な

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
供
も
自
然
と
課
題
は
、
差
別
意
識
の
根
強
さ
を
ど
う

親
を
見
習
っ
て
、
生
涯
学
習
に
取
り
組
問
い
う
て
だ
て
で
な
く
し
て
い
く
か
と
い

む
姿
勢
を
持
つ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
点
、
〈
1
1
1
1
1
i
;
l
i
l
i
-
-
l
i

同
愛
媛
夏
季
大
学

的

の

お

知

ら

せ

同
今
年
も
愛
媛
夏
季
大
学
が
次
の
よ
う

却
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

却
日
時
八
月
一
一
百
(
土
)

明

十

三

時

三

十

分

か

ら

開
場
所
大
洲
市
民
会
館

開
講
師
北
出
清
五
郎

(
N
H
K
ア
ナ
ウ

同
和
教
育

シ
リ
j
ズ

No.83 

愛
と
信
頼
の
家
庭
ぃ
つ
く
り
家
庭
づ
く
り
と
同
和
教
育
⑤

う
こ
と
で
す
。
差
別
意
識
は
個
人
の
問

題
で
あ
る
と
と
も
に
、
家
庭
、
地
域
の

精
神
風
土
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

ま
ず
個
人
個
人
が
し
っ
か
り
と
し
た
考

え
を
も
ち
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
誤
っ

た
認
識
を
変
え
て
い
く
「
話
し
合
い
」

を
身
近
な
と
こ
ろ
で
ふ
や
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
族
一
人
ひ
と

り
が
暖
か
い
心
を
寄
せ
あ
い
、
助
け
あ

っ
て
包
き
て
い
く
愛
と
信
頼
に
支
え
ら

れ
た
幸
せ
な
家
庭
か
ら
、
健
全
な
も
の

の
見
方
、
考
え
方
が
育
っ
て
い
く
の
で

す
。
そ
の
愛
と
信
頼
の
広
が
り
が
同
和

問
題
解
決
の
大
き
な
源
動
力
に
な
る
の

で
す
。
よ
り
よ
い
幸
せ
な
家
庭
か
ら
、

同
和
問
題
解
決
の
姿
勢
が
育
ち
、
同
和

問
題
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
幸

せ
な
家
庭
、
づ
く
り
の
糸
口
が
あ
る
こ
と

を
心
す
べ
き
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

- 7 

つ
づ
く

ン
ス
室
顧
問
)

演
題
ス
ポ
ー
ツ
と
人
生

聴
講
料
二
百
円

聴
講
券
は
教
育
委
員
会
、
各
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。
市
民
会
館
、
市
庁
舎
駐

車
場
を
利
用
す
れ
ば
、
駐
車
料
金
は
主

催
者
が
負
担
し
ま
す
。
詳
し
く
は
社
会

教
育
体
育
課
ま
で
宮
⑫
2
1
1
1

内
線
3
7
4



六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
は
計
量

月
間
で
あ
り
、
大
洲
市
に
お
い
て
も
、

消
費
者
の
代
表
と
し
て
五
人
が
一
日
計

量
巡
視
員
と
な
り
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
二
庖
で
計
量
が
正
し
く
さ

縄

れ

て

い

る

か

を

確

認

い

た

し

ま

し

た

o

…

間

六

月

五

日

に

行

わ

れ

た

一

日

計

量

巡

視

で
は
、
一
人
約
一
一
千
円
の
買
物
を
し
て

そ
の
計
量
を
も
う
一
度
正
確
な
は
か
り

一切一
取

で

計

る

と

い

う

方

法

で

し

た

が

、

今

回

品

目

印

計

昨

は

U
H
U川
町

一

物

か

り

は

検

定

に

合

格

し

た

も

の

を

使

い

、

一

曙

袋

の

重

さ

を

差

し

引

い

て

計

量

す

る

こ

一
委

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
目

一

日

日

訂

作

目

当

。

丸

紅

ん

;

}

パ

ツ

ポ

(

も

ち

)

と

か

ジ

!

ジ

(

魚

)

と
か
大
州
言
葉
が
わ
か
り
に
く
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
病
院
が
沢
山
あ
る
の

が
と
て
も
有
り
難
い
で
す
。

V
主
人
は
、
ま
じ
め
で
優
し
い
ん
で
す

が
、
仕
事
が
忙
し
く
子
供
を
遊
び
に
つ

れ
て
い
け
な
い
の
が
残
念
で
す
。

V
子
供
は
長
女
さ
ゆ
り
(
六
歳
)
次
女

め
ぐ
み
(
五
歳
)
一
二
女
ゅ
う
こ
(
二
歳
)

の
三
人
で
す
。
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ず.おお広報

者lI'

手斡z
食品衛生週間

8月5日-11日

老
人
相
談
員
に

委

嘱

状

六
月
二
十
六
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
約
五
十
名
の
老
人
相
談
員

に
委
嘱
状
が
子
技
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
相
談
員
は
、
主
に
ひ
と
り
暮
し

の
老
人
の
生
活
お
よ
び
心
身
の
問
題
な

ど
の
相
談
に
の
り
、
適
切
な
助
言
や
指

導
を
す
る
と
と
も
に
、
不
測
の
事
故
の

防
止
、
弧
独
感
の
解
消
を
は
か
り
、
老

人
福
祉
の
増
進
を
日
的
と
し
て
い
る
も

の
で
す
。

昭和60年 8月1日

V
生
ま
れ
は
鹿
児
島
県
の
田
代
町
で
す
。

主
人
(
健
一
さ
ん
)
と
は
奈
良
で
同
じ

工
場
に
勤
め
て
い
て
知
り
合
い
ま
し
た
o

v五
十
三
年
に
大
洲
に
転
入
し
て
来
ま

し
た
が
、
田
代
と
比
べ
る
と
鉄
道
も
つ

い
て
い
る
し
都
会
だ
な
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

V
食
べ
物
で
は
も
ち
を
炊
く
の
が
不
思

議
で
す
。
味
は
大
洲
の
方
が
辛
口
で
す
o

v大
洲
は
昔
の
風
習
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
気
が
じ
ま
す
。
祇
圏
ま
つ
り
と

か
そ
う
い
う
地
域
の
祭
り
が
田
代
で
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

V
皆
、
暖
か
い
人
が
多
い
で
す
。
た
だ
、

老
人
相
談
員
は
一
人
約
十
二
世
帯
を

受
け
持
ち
、
月
に
一
世
帯
当
り
む
お
む

ね
一
一
一
(
)
四
回
訪
問
し
芝
、
い
ろ
い
ろ
な

相
談
に
応
ビ
て
く
れ
ま
す
。
老
人
相
談

員
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

E
@
3
7
7
5

特

あ
の
庖
の
は
か

り
は
正
確
か
な

一
日
計
量
巡
視

1日計量巡視昌のみなさん

新
刊
図
書
案
内

東
ア
ジ
ア
の
世
界
帝
国
尾
形
勇
著

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
神
田
泰
典
著

情
報
化
時
代
の
人
間
思
考
失
矧
晴
一
郎
著

古
代
出
雲
王
権
は
存
在
し
た
か

松
本
清
張
編

幻
世
紀
は
警
告
す
る
5
N
H
K取
材
班

韓
国
人
が
見
た
日
本
朝
鮮
日
報
編

働
く
女
た
ち
の
時
代
原
ひ
ろ
子
編

日
本
国
勢
図
会
一
九
八
五
年
版

矢
野
恒
太
記
念
会
編

京
都
の
食
事
畑
明
美
・
他
編

い
じ
め
な
い
で
森
口
忠
彦
著

続

し

ん

ぼ

う

川

口

武

久

著

ひ
と
り
暮
ら
し
の
技
術
小
林
辰
美
編

日
本
海
の
イ
カ
足
立
倫
行
著

い
き
な
小
ぱ
な
し
宇
野
信
夫
著

白

き

冬

日

三

浦

綾

子

著

群

棲

黒

井

千

次

著

交

響

玉

貫

寛

著

豊

臣

秀

長

上

堺

屋

太

一

著

夫
婦
の
関
係
池
田
み
ち
子
著

千

輪

の

華

津

村

節

子

著

葬
送
行
進
曲
殺
人
事
件
由
良
三
郎
著

あ
り
が
と
う
の
歳
月
を
生
き
て

王

登

美

著

第
出
回
青
少
年
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
リ
課
題
図
書

1

『
が
ん
ば
れ
ひ
め
ね
ず
み
』
『
星
に
な

っ
た
チ
ロ
』
『
ま
る
ご
と
好
き
で
す
』

『
地
の
音
』
他
叩
冊
図

書

館

~8~ 



昭和60年8月 1日

元気いっぱいスポーツ少年団
6月16日にスポーツ少年団のソフトボール・ミ

ニバスケットボールの大会があり、約 800人の子

供達が元気にプレ しました。ソフトボールは久

米ファイターズ、ミニパスは喜多ミニパスチーム

が優勝しました。(小学生一部)

大
洲
J
C
「
愛
と
信
頼
の
像
」
除
幕

大
洲
青
年
会
議
所
が
創
立
三

O
周
年
を
記
念
し
て
八
幡
浜
市
の
塩
崎
宇
宙
氏

に
制
作
を
依
頼
し
て
い
た
「
愛
と
信
頼
の
像
L

の
除
幕
式
が
六
月
一
六
日
、
大

洲
市
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
像
は
、
若
い
夫
婦
と
二
人
の
子
供
の
等
身

大
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
、
愛
と
信
頼
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ずおお広報

あ
な
た
が
選
ぶ

四
国
の
自
然
閃
選

4

E

E

-

-

朝
日
新
聞
社
、
森
林
文
化
協
会
の

主
催
で
「
四
国
の
自
然
別
選
十
」
を
選

定
し
て
い
ま
す
。
大
洲
市
で
は
富
士

山
が
候
補
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ぞ

れ
以
外
に
も
「
ぜ
ひ
残
し
た
い
」
と

い
う
場
所
が
あ
れ
ば
推
薦
し
て
下
さ

い
。
た
だ
し
、
国
指
定
の
名
勝
、
天

然
記
念
物
な
ど
す
で
に
保
全
さ
れ
て

い
る
場
所
は
除
き
ま
す
。

応

募

方

法

郵

便

は

が

き

に

推

薦
地
の
名
称
、
所
在
地
、
推
薦
理
由
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
八
月
三
十
一
日
ま
一

で
に
〒
別
松
山
市
一
-
一
番
町
4
・
9
・一

7
、
朝
H
新
聞
松
山
支
局
ま
で
応
募

し
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
商
工
観
光

課

へ

宮

@
2
1
1
1
内
線
3
2
7

わーい、プール聞きだ
7月 1日に平野運動公園のプールがオ プン
しました。平日のためお客さんはあまりいませ

んでしたが、招待された幼稚園児たちが0) 100人
がぶしぶきをあげて楽しんでいました。

-
7忌
μ

泊
起

が
fE

おもしろいね人形劇
6月16f::lに緑地公園で野外人形劇
があり、 cf-f共達が熱心に見入ってい
ました。この人形劇サークルは Uへ
ソ太郎γ というグループで、当 Uは
「さるじぞう J'ジャックと豆の木」

などをj寅じました。

9ー

6月末 日下 年
現在 [司其月

件数 104 73 

負傷者 142 89 

死者 。 2 

夏
の
防
犯
運
動
実
施
中

。
痴
漢
、
空
き
巣
、
暴
力
行
為
の
防
止

七
月
二
十
一
日

5
八
月
三
十
一
日

故
知
静
っ
交
ま

の
末
円
ヨ
一
印
刷
t
洲大



ず

相談ごと案内
砂交通事故相談

とき 8月 8日 10時 -15時

8月20目。

ところ 市役所別館 2階会議室

砂人権相談

と き 8月20日 13日寺-16時

ところ 社会福祉協議会事務局

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂心配ごと相談

とき 8月 1日

8月12日

8月26日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 8月17日 10時一15時

ところ 中央公民館

急、がれる時は電話で相談して

ください。宮⑫3794 (玉木)

砂社会保険相談

とき 8月20日 10時 -16B寺

ところ 大川、滴工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

とき 8月22日

13時 -16日寺

いずれも無料ですので、

車圭にご利用ください。

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲宮

⑪6100)、大洲福祉会館

(新谷E⑫ 0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

おお

乳

幼

児

広報

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

8
月
6
日
(
火
)
昭
和
的
年
3
月
生

8
月
8
日
(
木
)
昭
和
日
年
1
月
生

8
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
ロ
月
生

8
月
初
日
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生

8
月
幻
日
(
火
)
昭
和
町
年
7
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
口
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子

健

康

手

帳

婦
人
が
ん
検
診

(
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
)

実

施

日

場

所

8
月
担
日
(
水
)
上
須
戒
連
絡
所

8
月
幻
日
(
木
)
三
善
連
絡
所

検

診

内

容

(

)

は

料

金

昭和60年 8月 18 

子
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

受
付
時
間
日
時
l
H
時

±
ロ
合
叫
m

J

1
4
)
検

診

循
環
器
}

実

施

日

場

所

8
月
幻
日
(
水
)
上
須
戒
連
絡
所

8
月
ロ
日
(
木
)
三
善
連
絡
所

8
月
却
日
(
木
)
八
多
喜
連
絡
所

8
月
初
日
(
金
)
八
多
喜
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
加
分

1
日
時

3
土
寸

1
4土
寸

ー
よ
口
U

1

よ
口
μ

無
料
で
す
。

車ヰ
金歯

科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

8
月
幻
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

8
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
宮
(
ω
3
1
6
5

13日寺-16時

イン

8
月

4
日
-

8
月
日
日
一

8
月
四
日
一

8
月
白
日
)

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

開

B良

動

運

昭
和
六
十
年
度
開
眼
運
動
を
次
の
よ

う
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

実

施

日

場

所

8
月
9
日
(
金
)
中
央
公
民
館

時
間
は
叩
時
か
ら
3
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
次
の
疾
患
に
つ
い
て
は
受
診

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

O
色
盲
症
及
び
ト
ラ
コ
ー
マ

O
網
膜
色
素
変
性
症

O
無
眼
球
症

O
小
角
膜
症

O
絶
対
性
緑
内
障

O
視
神
経
萎
縮

O
乳
幼
児
の
視
力
障
害

お
問
い
ム
ロ
わ
せ
は

大
洲
市
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
5

愛
の
献
血
を

お
ね
が
い
し
ま
す

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
ま
い
り
ま
す

の
で
献
血
の
ご
協
力
を
。

8
月
1
日
(
木
)

大
洲
病
院

9
時
加
分

1
四
時

電
報
電
話
局
日
時

i
H時

農
協
本
所
日
比
時
加
分

1
日
時
初
分

8
月
mu
日

八
多
喜
連
絡
所
日
時
l
H時

献
血
を
す
る
人
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
が
、
血
液
の
需
要
は
こ
れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

お気

~. -百内

あ
な
た
か
ら
い
た
だ
い
た
血
液
を
有

効
に
利
用
す
る
た
め
、
赤
血
球
、
血
小

板
な
ど
の
成
分
に
分
離
し
、
患
者
さ
ん

が
必
要
と
す
る
成
分
だ
け
を
輸
血
す
る

方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
あ
な
た
の
血
液

は
ニ

1
三
人
の
患
者
さ
ん
に
生
か
さ
れ

ま
す
。ま

ご
こ
ろ
の

府ス
ー~ま

お
く
り
も
の

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

大

橋

武

清

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

藤

縄

穂

積

美

智

雄

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
と
市
社

協

へ

)

黒

木

栗

田

国

夫

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

10ー

後

コレ==ロ

暑
い
、
暑
い
と
口
に
し
て
、
い
っ
そ

う
暑
さ
が
つ
の
る
よ
う
な
日
々
で
す
。

暑
い
の
は
ダ
メ
、
寒
い
の
も
ダ
メ
、

雨
も
嫌
い
と
な
に
か
自
然
を
拒
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
夏
休
み

の
あ
る
子
供
達
が
う
ら
や
ま
し
い
で
す

ね。

(
S
)
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